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H7-20「刑部仁丸」
墨書土器椀 (高台欠損、80%縮小)

検出-5「貞観永費 (870年 )」

(150%拡大)
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南下北原遺跡  報告書 の概要

8世紀中頃 (奈良時代後半)住居址 3棟 (H8。 H10。 Hll)
8世紀末～ 9世紀初頭頃 (平安時代初頭)住居址 1棟 (H2)
9世紀前半頃住居址 2棟 (H4・ H9)
9世紀後半頃住居址 3棟 (Hl・ H7・ H12)
10世紀後半～11世紀前半の住居址 2棟 (H3・ H6)

奈良の中頃から平安の中頃までの集落であろうことが判明した。部分的あるため密度については

浪Iり 知れない。今後の調査が期待される。

H7号住居址から正位に「仁丸、十」 1カ所、 「刑部仁丸」 2カ所が逆位に書いてある墨書土器
椀が出土した。また皇朝十二銭の「貞観永費」が検出面から出土している。

佐久郡の妙楽寺が定額寺 (官寺)に任ぜられたのは貞観 8年 (866)で ある。墨書土器の椀年代
が 9世紀後半とみられ、検出面ではあるが皇朝十二銭の「貞観永費」(870)が出土している。H10か ら
は布日の平瓦、検出では布目の丸瓦があり、この地あたりは佐久郡衛関連、ことに隣接地から古代瓦

が出土する事から定額寺関連の推定地のひとつとなっている。本調査で人名の墨書土器、布目瓦・皇

朝十二銭の出上により、定額寺の有力候補地といえるであろう。

H10-11

H10検出漆喰

約 1/2縮小



「
EI

1.本書は佐久市長土呂の丸五不動産株式会社の宅地造成事業に伴う発掘調査報告書である。
2.調査原因者 丸五不動産株式会社
3.調査主体者 佐久市教育委員会文化財課
4.遺跡名および所在地

周防畑遺跡群 南下北原遺跡 (NMK) 佐久市長土呂字南下北原 996-1他
調査面積  1, 296ゴ
発掘調査担当は出澤 力、報告書執筆は森泉かよ子が行った。
本書及び本遺跡の出土遺物の資料は佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

1.遺構の略号は以下の通りである。
竪穴住居址―H 竪穴状遺構―Ta 土坑―D ピットー P 溝址一M

2.挿図の縮尺は原則として以下の通りである。
遺構-1/80  遺物-1/4  但し、鉄製品 。骨-1/2

3.遺構の海抜標高は各遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」とした。
4.土層の色調は2005年版『新版 標準土色帖』に基づいて示した。
5。 写真図版中の遺物番号と挿図の遺物番号は同一である。図版中の縮尺はほぼ挿図と同じである。
6.遺構の計測は下図に示した測定値である。
堅穴住居の面積は床面積で、長軸長×短軸長である。

壁残高は最大長である。

長軸長と短軸長の差が 1割を越えたものを長方形とした。

柱間

聡撃長一面積

例

５

６

７

例凡

住居l■

7.遺物一覧表の ( )は推定値、
9.本報告書挿図中のスクリーン

遺 構

掘立柱建物址     土 坑 長軸方位

( )残存値、一は測定不可能であることを示す。
トーンは以下のことを示す。
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第 I章 発掘調査の概要
第 1節 調査の経緯と経過
対象地は、周防畑遺跡群の所在する台地にあって、田切り地形の帯状台地上にある。東側では田切
りの帯状低地に面し、台地は北から南に傾斜している。北側は削平、南は盛り土をして、グランドと

して利用されていた。隣接する南の工場造成時の排土から古代寺院に関連すると推測される「川原寺

式」の古代瓦が出土しているところである。今回、丸五不動産株式会社により宅地造成事業が計画さ

れ、平成 20年度の試掘調査で、遺構遺物が検出されている。本調査は道路部分について、発掘調査
が行なわれた。

遺  跡  名 南下北原 (みなみしもきたはら)遺跡  略号 NMK
所  在  地 佐久市長土呂字南下北原 996-1他
調査 委 託 者 丸五不動産株式会社

開発事 業 名 宅地造成事業
発掘調査期間 平成 21年 8月 6日～ 8月 26日
調 査 面 積 1,296∬
調査 担 当者 出澤 力

第 1図 遺跡の位置および周辺遺跡図
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第 2節 調査組織
平成21年度 (2009)、  平成22年度 (2010)

教  育  長 木内 清 (平成21年 6月 退職)土屋盛夫 (平成21年 7月 ～)
社会教育部長 内藤孝徳 (平成21年 4月 ～ 6月 )工藤秀康 (平成21年 7月 ～)
社会教育部次長 金澤英人 (平成21年 4月 ～ 6月 )
文 化 財 課 長 森角吉晴
文化財調査係長 三石宗一
文化財調査係 林 幸彦  並木節子  須藤隆司  小林員寿  羽毛田卓也  冨沢―明

上原 学  出澤 力  神津 格 (平成21年 10月 )井出泰章 (平成21年 11月 ～)
調 査 担 当 者 佐々木宗昭 森泉かよ子
調査副担 当者 堺 益子  武者幸彦
調  査  員

甘利隆雄 安藤孝司 飯森成英 岡村千代美 小井戸秀元 加藤 信一 風問 敏
川瀬祥太 小島 真 小林百合子 小山 功 坂井一夫 菊池喜重 滝沢三男
土屋武士 中島フクジ 日向昭次 細萱ミスズ 百瀬秋男 山田英輝 依田三男
横尾敏雄 油井満芳 渡辺久美子 渡辺 学

図面修正 。遺物実沢1・ トレース・編集

岡村千代美 狩野小百合 上山貴恵 加藤ひろ美 小林百合子 清水律子 堺 益子
田中久子 広瀬利恵子 細萱ミスズ 小幡弘子 細谷秀子 依田好行 柳沢亜矢子
柳沢孝子

第 3節 調査日誌
平成21年度
8月 6日  重機を入れ、調査部分の耕土除去作業を行う。

調査区に基準点基準線を設定する。

本日より調査員を入れ、発掘調査を開始する。

A地点より遺構検出作業。Hlを検出。
17日  B地点検出作業。H5の調査をする。
18日  E地点検出。H7の調査をする。H7よ り「刑部仁丸」墨書土器出土。
19日  C地点、H9調査。
21日  D地点、H10調査。
26日  現場作業終了。
室内にて土器洗浄、注記作業を行う。

平成22年度
5月 21日  室内にて整理作業を再開。土器接合、

石膏復元、図面修正を行う。

遺物実測、遺構図 。遺物のトレース、

版下作成、遺物写真撮影、

報告書割付、一覧表作成、原稿執筆

と報告書作成作業を行う。

3月   報告書刊行。

遺構検出風景
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第Ⅱ章 遺跡の環境

第 1節  自然環境
本調査地点は佐久市の北部、浅間山麓の岩村田台地に位置し、標高717m前後を測る。この付近の

地層はすべて浅間

火山の噴出物によ

って構成され、基

盤の最下底部が第

一次黒斑火山の大

熱泥流 (塚原泥流)

の黒色集塊岩であ

る。その上部に、

黒斑火山の発達過

程に噴出した多量

の火山灰・火山弾

などの湖成堆積物

(水平互層を繰返

す湯川層)が重な
っている。その上

部に浅間火山噴出

物である浅間第一

軽石流 (Pl)が
厚く堆積している

ところである。

北側は浅間山か

ら南西にかけて細

長い台地となって

いる。浸食されや

すい第一軽石流の

火山灰が流されて

「田切り地形」と

なっている。本調

査遺跡も第一軽石

流が浸食されて作

り出した「田切り

地形」の台地上に

ある。

第 2図 南下北原遺跡遺構配置図 (1:2,000)
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第 2節 歴史的環境
本調査地点では、縄文時代の土器片があるが、住居址は認められない。弥生時代の遺構遺物はない

が、弥生後期の集落と墓域が l kmほ ど南の台地先端部に展開している。周防畑遺跡 B、 宮の前遺跡、

西近津遺跡群がある。ことに高速道路下の西近津遺跡群では国内最大級となる18× 9.5mの長方形の
竪穴住居址が検出され、床面積は46坪におよぶという。これほどの大型住居を建築できる勢力をもつ
集団が佐久に形成されるに至ったのである。

古墳時代の初頭は、本遺跡の南、新幹線佐久平駅付近の周防畑遺跡群辻の前遺跡にある。箱清水土

器の特徴を備えた胴部球胴形の土器がみられ、 S字口縁の台付甕を伴うことから古墳時代前期へと移
つてゆく。隣接の下伯母塚遺跡のH8か らは銅鏃が球胴形の弥生後期末の上器群ともに出土している。
古墳後期～奈良時代の遺跡は現在流通団地となっている聖原遺跡があり、馬具、八稜鏡、金銅製鈴、

石製印「伯万私印」、緑釉陶器、皇朝十二銭などが出上している。

本調査地点南の工場建設の際に「川原寺式」とみられる古代瓦も出土している。これらから、古東
山道、令制東山道、定額寺、牧、駅など官衡的性格の強い遺跡が考えられている地点である。

中世は岩村田市衡の東に大井城跡があり、中世佐久の北の領主であった大井氏の居城とされている。

南の黒岩城跡が発掘調査され、54棟の堅穴状遺構・掘立 。土坑などからは15。 16世紀の遺物を出土
している。大井城跡の400mほ ど南の下信濃石遺跡では、大井氏の氏寺である龍雲寺の一部が調査さ
れている。「大井」の墨書・刻書がここ長土呂地籍から多く出土し、大井の発祥の地とされている。

第 3節 基本層序
この付近の地層はすべて浅間火山の噴出物によって構成され、基盤の最下底部が、第一次黒斑火山

大爆発の山体破壊の大熱泥流 (塚原泥流)である。湯川沿岸に点々と堆積し、黒色集塊岩の頂上部が
姿を残している (3万年前ほど前)。 その上部に黒斑火山の発達過程に噴出した多量な火山灰砂礫火
山弾などの湖成堆積物の湯川層が重なっている。

塚原泥流発生後、仏岩火山活動があって、しばらく火山活動の休止期があり、その後 2回の軽石流
の噴出があった。最初の噴出物を第一軽石流 (1万 3千年前)、 後から噴出したものを第二軽石流と
いう。浅間山南麓に、広く展開した軽石流は、塚原泥流の地域に達すると、西と南に分かれ、南にむか

った軽石流は湯川の谷を埋めた。 (1988.『佐久市志 自然編』P83、 1986白倉盛男『大井城跡』)
本遺跡は浅間第一軽石流に構築している。

E地点 (南より)
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第 3図 南下北原遺跡全体図 (1:500)
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第Ⅲ章 遺構と遺物

査

土層説 明

暗褐色土層 (10YR3/3)
パ ミスを多 く合む。

暗褐色土層 (10YR3/3)

焼 土、炭 を少 々含む。

黒褐 色土層 (10YR2/3)

炭 、焼土 を多 く含む。

黒褐色土層 (loYR2/2)

焼 上 を含む。粘性強い

∩`
        10

第 1節 堅穴住居址
1)Hl号 住居址
Aト レンチで検出され、南壁は調査区域外である。南北 (2.56)m、 東西3.52mの方形基調の住居
址である。壁は 6～ 23cmを測る。カマ ドは北壁にあり火床と煙道の礫がのこる。カマ ド方位はN-3°
―Wを指す。主柱穴は検出されていない。床面中央に床下土坑とみられる精円形で84× 68cm、 深さ
42cmのピットがある。

出土遺物は灰釉陶器・須恵器・土師器、骨が出土している。灰釉陶器は皿で釉薬が漬け掛けされる。

高台は貼付され、三日月型を呈す。須恵器は四耳壺の底部であろうか外面に叩き目を残し、横ナデさ

Q

∩
｀

Ｈ

ｌ

２

３

４

9標員Ff鋸醤
m ttn

黒褐 色 土層 (lllYR2/3)

パ ミス を含 む。

褐色 土層 (10YR4/6)

地 山土 がマー ブル状に混入。

暗褐色 土層 (10YR3/3)

地 山土 ブ ロック、パ ミスを多 く含む。

褐 色 土層 (10YR4/4)

や や締 ま る。 (堀方埋土 )

[アミD   8

第 4図 Hl号 住居址
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れる。実測できないが須恵器杯の日縁部片が 1点ある。土師器甕はロクロ甕があり、外面下部がヘラ

削りされている。小型のロクロ甕片もある。実測資料には土師器杯がある。いずれも黒色処理され、7

の杯のみがミガキが丁寧になされている。 4・ 6は雑なミガキの後、十字に暗文が施される。 7の杯

は底部周辺、底部がヘラ削りされている。 3の杯の底部は薄いが他は厚い。 5の器肉は薄く、底径が
4.5cmと小さく (他は 6 cm前後)、 底部のみが貼り付けらる「底部柱状づくり」のものであろう。

これらより9世紀後半が比定される住居である。

2)H2号 住居址
Aト レンチにあり、住居の北側を調査している。南北 (1.08)m、 東西5,Om、 壁高 9～ 1 9cmを測
る。カマドは北壁中央にあり、カマ ドの軸の方位はN-28° 一Wを指している。カマ ドの西側壁には
板状に礫が貼り付けられ、焼け込んでいる。カマドは粘土を貼つて構築している。ピットは検出され

ていない。

出土遺物には須恵器、土師器がある。須恵器は実測はしていないが厚さ1.3cmで、外面に叩き目のあ

る大型の壺か甕の破片がカマ ドから出土する。須恵器長頸壺の口縁部片がある。須恵器高台付杯は丸

底気味の底部に高台が貼付され、高台の畳付に凹線が入る。実測資料の須恵器杯は、底部回転糸切り

で、 1の 日縁は直線的、 2の 口縁は内湾し 1よ り底径が 7 cmと 0.5mm小さく、ロクロ痕が顕著である。
土師器は武蔵甕片があるが実測はできない。土師器杯は厚手で、内面ミガキ黒色処理、底部は平底で、

ヘラ削り調整がなされている。

これらより8世紀第 4四半期ころから9世紀初頭が想定される住居である。

H2 土層説 明
1 暗褐 色土層 (10Y贈 /3)
パ ミスを含む。

2 暗褐色 土層 (10YR3/4)
炭 、焼土 を微量に含む。

(カ マ ド崩壊層 )

3 褐色 土層 (7 5YR4/6)
焼 土

4 黒褐 色土層 (10YR2/2)
粘 土

暗褐色 土層 (7 5YR3/4)

焼 上 を多量に含 む。

暗褐色土層 (10YR3/4)

焼 上、炭化物 を含 む。

褐色土層 (10YR4/4)

(堀方埋土 )

審貿手三 718 500rn

O    (1 :80)    2m

P  (1:4)   locm

第 5図 H2号 住居址
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3)H3号 住居址
Aト レンテにあり、住居の南側を調査している。南北 (2.24)m、 東西4.76m、 壁高 0～ 1 lcmを決1
る。覆土は黒褐色土である。ピットは検出されていない。

出土遺物には灰釉陶器、須恵器、土師器がある。灰釉陶器は椀の日縁で、内外施釉される。やや軟

質なものである。須恵器は甕片と底部回転糸切りの杯、天丼部がヘラ削りされる蓋があるが、破片の

ため実測はしていない。土師器のロクロ甕、武蔵甕片もある。実測資料では土師器杯・甕と鉄製の藝
がある。土師器杯は平底で、 1は底部回転糸切り、 2は底部回転糸切り後ヘラ削りされる。いずれも
内面は放射状の雑なミガキ後黒色処理がなされる。藝は片刃で、長さ6.3cmを測る。
これらより、10世紀後半の住居址であろうか。

旦            2        二 '

P   (1:4)   キOcm

Ｈ３

・

　

　

２

土層説 明

黒褐色土層 (10YR2/3)
パ ミスを微量 に含む。

(堀方埋土 )

。     (1 : 2)     5 cm

9標員Ffが
Om ttn

第 6図 H3号 住居址

4)H4号 住居址
Aト レンチにあり、D2号土坑に切られている。南北 (80)cm、 東西 (148)cmで、住居の南東部
を調査している。D2の西にプランがないことから東西の規模は 3m未満であろう。壁高は最大で20
cmを測る。ピットは検出されていない。

土層説 明

暗褐色土層 (10YR3/3)

炭化物 を多量に含む。

黒色土層 (10Y臣り )

粘性 あ り、締 ま り強い。 (貼床 )

褐色土層 (10YR4/4)

(堀 方理土 )

標高 718700m
O  (1:80) 2m

0   (114)    iOcm
I              I

第 7図 H4号 住居址

Ｈ４

・

　

　

２

　

　

３

域
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出土遺物には須恵器四耳壺、土師器武蔵甕片・杯・皿がある。四耳壺は肩に耳が貼付される。外面

はナデ調整されるが、中位から下部は叩き目を残している。土師器杯は、底部回転糸切りで、内面は

丁寧にミガキ調整後黒色処理される。 2の杯外面には墨書があり、下部欠損ではあるが「土」までが

判読できる。上師器皿は回転糸切り後高台を貼付している。内面はミガキ黒色処理されるが色変化し

て褐色を呈している。 3の高台は外にいくらか反つている。
これらより9世紀前半の住居であろうか。

5)H5号 住居址
Bト レンチにあり、南北 (1.4)m、 東西7.04m、 壁高 8～ 1 7cmを測る。住居の北壁を調査してい

る。覆土は暗褐色土である。ピットは検出されていない。

出土遺物は磨石と古銭である。土器片は出上していない。古銭は1/4残存し、判読不明である。

堀方が浅く、渡来銭とみられる破片があることから、中世の竪穴状遺構であろうか。

コ́ヽ
こ、

Ｈ５

・

　

　

２

Ａ
一

土層説 明

暗褐色土層 (10YR3/3)

パ ミスを微量 に含む。

(堀 方埋土 )

♀  (1:4)   110Cm

標高 717000m
o     (1 1 80)   2m

第 8図 H5号 住居址

6)H6号 住居址
B地点にあり、南北1.82m、 東西2.98m、 壁高は最大で27cm、 5.4ゴを測る長方形の住居である。

カマ ドは北壁中央より東に寄ってあり、礫を芯材に粘土を貼つて構築している。主柱穴は検出されて

いない。カマ ドの両脇にはピットがあり、東は浅いPl、 西にあるやや深いP2(深 さ 2 0cm)が あ
る。南東隅には円形の径50cm、 深さ38cmの貯蔵穴がある。

出土遺物には灰釉陶器、須恵器、土師器がある。灰釉陶器は椀で、 1は漬け掛けされ、高台は貼付
される。高台の形態はいくらか内湾するものの断面形は四角に近いものである。 2の灰釉陶器椀はハ

ケ塗りで、貼付される高台は三日月形態を少し残している。 2の須恵器高台付杯は杯部がそろつて欠

け落とされ、再加工され円板になっている。4の土師器杯は底部回転糸切り、内面がナデ調整である。

底部径は 5 cmと小さく内面の黒色処理はなされていない。 5の杯の日縁内面もナデ調整のみである。
6の椀は日縁がきれいに欠け落ちており、円板として二次利用されたもののようである。 7は黒色土

器の皿とみられるが、内面は丁寧なミガキ、外面と高台内面はナデ調整である。 8は内面にミガキ調

整があることから甑としたが、底部がないので甕であるかもしれない。 9はロクロ調整の小型甕であ
る。底部は回転糸切り、胴下部はヘラ削り、日縁は横ナデ、胴中位にロクロ痕が残っている。内面は

ナデ調整され、ロクロ痕は顕著ではない。やや厚みのある甕である。10のロクロ小甕は、薄手で、胴

-10-



下部・底部はヘラナデに近いヘラ削りがなされ、胴部のロクロ痕もナデられる。内面はヘラ状具でナ

デられ、平行に横線が残る「カキロ」になっている。11の甕の底部は回転糸切り後、弱くヘラナデが
なされている。内面はナデ調整である。

これらより、本址は10世紀後半～11世紀前葉が想定される。

Ａ
一

4

Ｃ
一

Ｄ
一

④
α

■6 土層説 明
1 褐色土層 (10YR4/4)
パ ミス、小礫 を含 む。

2 黒褐色 土層 (lllYR狛 )
炭化物 を含む。

3 褐色土層 (10YR4/6)
地 山崩壊層。

4 黒褐色土層 (10YR2/2)
炭化物 を含む。粘性 、

締 ま りあ り。

(カ マ ド崩壊層 )
5 黒色土層 (10YR2/1)
炭化物  焼上 を含む。
粘性やや あ り。

6 暗褐色 土層 (10YR3/4)
地 山ブ ロ ンクが多 く混入。

四

Ｄ

ゥ

ル

杉

Ｐ３

標高 717.300m
O    (1 :80)    2m

第 9図 H6号 住居址

黒色土層 (10YR2/1)

炭化物粒子 を多 く含む。

(カ マ ド掘方埋 土 )

黒褐色土層 (10YR2/2)

炭 、焼土、地 山プ ロック混入。 (Pl)
暗褐色 土層 (10YR3/4)

地 山土ブ ロック、パ ミス混入。(P2)。
暗褐色 土層 (10YR3/3)
パ ミスを含む。 (P3)
褐色土層 (10YR4/4)

黒褐 色土プ ロックを含む。締 ま りやや

あ り。 (貝占床 )

♀      (1 : 4)        locm

７

８

９

１０

ｎ

‐２

｀
~3

と璽三当鎧些三重
″
′

7

Я
川
μ
‐―
彎
１
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7)H7号 住居址
E地点にあり、西壁が区域外である。南北3.02m、 東西 (2.62)m、 最大壁高41cmを測る方形に近

い住居とみられる。カマ ドは北壁の東寄りにあり、カマドの崩壊層上面より、多量の土器を出土して

いる。 I区より出土した土師器皿からは逆位に「刑部仁丸」が 2カ所、正位に「仁丸 十」が 1カ所
の墨書が合計 3カ所にかかれた土師器椀の墨書土器が出土している。カマドは煙道上面に石を組んで

おり、支脚石が直立していた。床面はしまっており、南の床下は東西に掘り込みがみられた。

主柱は住居址の中央東西にあったとみられ、東側のPlを調査した。円形で径34cm、 深さ73cmを測
る。東壁南寄りにあるP2はやや精円形で長径43cm、 深さ36cmを測る。
出土遺物には須恵器、土師器、鉄製品の断面長方形の角軸がある。灰釉陶器はない。須恵器はわず

かで、実測個体の他に糸切り底の杯と小壺の破片ある。 1の須恵器杯は底部回転糸切り後、ヘラでな
でられたのか底部と口縁部が判然とせず、丸底状である。下部は張り、日縁上部は外反する。土師器

は多量の杯と椀・皿・甕がある。土師器杯類は、19を除いて底部回転糸切り、いずれもミガキ黒色処

理されている。 6～ 9・ 11。 13・ 18は 日径に対し底径が 5～ 6 cmと 小さいもので、 7・ 13・ 18はや

や大振りで重い。10・ 12・ 19は底径 8 cmと 底径の割合が大きいものである。19は底部手持ちヘラ削

りされる。 2～ 5。 14。 15・ 17の底径は6.5cm前後の近い値である。ミガキの上に暗文を十字に施し

ているものは 2・ 3。 19がある。16の杯は鉢とするべきなのか大振りである。内面ミガキ黒色処理、

底部糸切り後日縁下部、底部周辺が回転ヘラ削りされる。

土師器甕は武蔵甕とロクロ甕がある。武蔵甕は日縁部形態「コ」字形態である。28の外面胴部は斜

め削りに縦方向の削りの重りがみられる。ロクロ甕は胴下部に削り調整をしている。

これらより9世紀後半の住居址と想定される。

8)H8号住居址
C地点にあり、南東隅がわずかに調査できていない。南北2.97m、 東西2.96mの方形の住居で、最

大壁高54cmを測る。カマドは北壁中央にあり、火床は住居址の内側に設けられる。カマドの軸方位は

N-6° 一Wを指す。カマドは袖先端に石を立てて粘土で袖をつくり、焚き口に長さ40cmの石を乗せ
て焚き日としていたようである。支脚石は直立した状態で検出された。

主柱穴はPl～ P4の 4本で南側はピットが重複していることから立て替えがなされたようである。
径40cm、 深さ40cm規模のものである。P6と P7は西壁によって南北にあるピットで径は60cmと 大
きいが深さは20cm前後である。P5は南の壁下にあり、径58cm、 深さ1 7cmを測る。出入り日にある
ピットであろう。

出土遺物には須恵器、土師器、石製品、鉄製品、羽口がある。須恵器は、蓋、杯、高台付杯、広口

壺、長頸壺がある。 1の蓋は小型の宝珠形のつまみが付き、外面天丼部のヘラ削りは手持ちで不規則
になされ、日縁端部の折返しはわずかである。 2の須恵器杯はロクロ痕が顕著で、底部は手持ちヘラ

削りされる。 3の杯はナデ調整がなされ、ロクロ痕は消されている。底郡は回転ヘラ切り後、回転ヘ

ラナデされている。 4の高台付杯は幅広の畳付である。内外面ナデ調整される。 6は長頸壺、 7・ 8

は広口壺であろうか、 8の器肉は薄い。須恵器の器種が豊富である。土師器杯は破片で少数はあるが、
実測資料はない。内面ミガキ黒色処理され、底部にヘラ削りがされている。土師器甕は武蔵甕、ロク

ロ甕、羽釜がある。13の武蔵甕は日縁の外反強く、肩が張り肩に最大径をもつ。14の甕は日縁部が長

く「く」字形を呈し、日径が大きい。15はその下部であろう。10。 11は小型のロクロ甕で、胴下部

・底部はヘラ削りがなされている。外面のロクロ痕はナデ調整されロクロ痕は顕著ではない。12の羽

釜はロクロ調整後鍔が付けられ、日縁横ナデ、胴部ヘラ削りされている。内面は日縁にロクロ痕が顕

著であるが、胴部はナデ調整される。

16・ 17は敲石、磨石、19は青銅製、20は鉄製鏃、21は鉄で断面円形の棒状であるが不明品である。

これらより、本住居は8世紀第 3四半期頃が当てられよう。
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P4                 P3

肛7 土層説 明
1 暗褐色 土層 (10YR3/4)
パ ミス を多 く含 む。

2 黒褐色 土層 (10YR2/2)

D'

標高 717.800m
O    (1 :80)    2m

6 褐色土層 (10YR4/6)
焼土を含む。やや焼成をうける。

締 ま りな し。

(カ マ ド堀方埋土 )

暗褐色土層 (10YR3/3)

柱 痕 、締 ま りあま りな し。

暗褐色土層 (10YR3/4)

地 山土をわず かに含む。

黒褐 色土層 (10YR2/3)

パ ミスを微量 に含 む。

褐色土層 (10YR4/4)

地 山上が多 く混入。

褐色土層 (10YR4/4)

締 ま りあ り。 (貝占床 )

暗褐色土層 (10YR3/4)

地 山土プ ロック、パ ミス、

礫 を含む。

7

8

炭化物 を含む。やや締 ま りあ り。

暗褐色 土層 (10YR3/3)

焼 土粒 、パ ミスを少量含む。

(カ マ ド崩壊層 )

暗褐色 土層 (10YR3/3)

焼 上 を少 し含む。

黒色 土層 (10YR2/1)

粘 土

９

Ю

■

１２

‐３
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第 10図 H7号 住居址 (1)

♀  (1:4)   10Cm



桶

単

=姦奎

第 ■ 図 H7号 住居址 (2)

P  (114)   10Cm

9)H9号住居址
C地点にあり、南北3.38m、 東西 (1.92)mを はかり、住居の東半域を調査した。最大壁高は86cm
である。粘土ブロックが北壁にみられ、カマドとみられるが、撹乱により壊されたようである。ピッ

トは検出されていない。

出土遺物には須恵器、土師器、鉄製品がある。須恵器は大型品の破片がある。日縁は外反し、内外

横ナデ、外面肩部には横線がのこり、内面には当て具痕残る。須恵器杯の日縁部破片も出上している。

土師器は武蔵甕胴部片と杯、椀、皿がある。土師器杯類の内面はいずれもミガキ黒色処理される。 9
の皿は外面底部ともにミガキ黒色処理される黒色土器である。 4の土師器杯は底が厚く、底部手持ち
ヘラ削りしている。 5の椀の外面は墨書があるが判読できない。
これらより本住居址は 9世紀前半とされよう。
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D D' E E'

甥
P2

蒻
P5

９

Ю

Ｈ

ｌ２

‐３

配
　
　
１
　
　
２
　
　
　
３

土層説 明

黒褐色 土層 (10YR2′ 3)

パ ミスを含 む。締 ま りあ り。

暗褐色土層 (10YR3/3)

焼 上、炭 、粘 土ブ ロックを含 む。

(カ マ ド崩壊層 )

暗褐色土層 (10YR3/4)

粘 土

黒褐 色 土層 (10YR2/3)

炭 、焼 士、パ ミスを多 く含 む。

暗褐色 土層 (10Y贈 /4)

パ ミスを含 む。締 ま りな し。

黒褐 色土層 (10YR2/3)

(カ マ ド堀方埋 土 )

黒褐色 土層 (10Yに力 )
パ ミスが多量 に混入。

黒褐 色 土層 (10YR2/2)

パ ミスを含 む。

第 12図 H

黒色土層 (10YR2/1)

パ ミスを含 む。

黒色土層 (10YR2/1)

地 山土ブ ロ ック混入。 (貝占床 )

褐色土層 (10YR4/4)

地 山土混入。

黒褐色土層 (10Yに塘 )
パ ミスを多 く含 む。

黒褐色 土層 (10YR2/2)

パ ミスを少量含 む。締 ま りな し。

8号住居址 (1)

標高 714900m
O    (1 : 80)    2m

10)H10号住居址
D地点にあり、南が調査区域外である。南北 (3.34)m、 東西4.82m、 最大壁高38cmを測る。カ
マドを北壁中央に持ち、カマ ドの方位はN-19° ―Wを指す。カマ ドは礫を芯にして、粘土で構築し
ており、袖と火床が残っていた。床面はしまっており、粘土ブロックを含んでいる。

主柱穴はPl～ P3の 3本が方形に検出され、径46～ 62cm、 深さ37～ 52cmを測る。
出土遺物には須恵器、土師器、鉄製の刀子がある。須恵器は蓋、杯、高台付杯がある。蓋は日径21

cm前後と大振りで厚手である。カマ ドの構築材として使用されたのか粘土が付いており、 3の高台付
杯とともに火床上面から出土する。須恵器杯は 4・ 5が底部回転糸切りのままで、 6はヘラ削りされ
る。 5の底径は小さく3,7cm、 4は 4.6cm、 6は (9.0)cmと 差がある。土師器は甕形土器があり、薄手
の武蔵甕である。 7は 日縁部形態が 「く」字形である。 8はやや厚みのある武蔵甕の小型甕で、胴部
が扁平である。 9の胴下部はヘラ削りされるが、内面にロクロナデが残っていることからロクロ甕の
小甕であろう。

これらより、 5の須恵器杯などから8世紀第 3四半期の住居であろう。 1～ 3の土器は前代のもの
であろう。

-15-
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19 土層説明
1 暗褐色土層 (10YR3/4)
パ ミスを含む。粘性 あ り。

2 黒褐色土層 (10YR2/3)
3 黒褐色 土層 (10YR2/2)
ロー ム粒 子含 む。

4 暗褐色土層 (10YR3/4)
粘 土ブ ロ ックを多 く含む。

5 褐色 土層 (10YR4/4)
粘 土プ ロックを含 む。

6 黒色 土層 (10YR2/1)
パ ミスを多 く含む。締ま りあ り。

(堀 方 )

標 高 714700m
O     (1 : 80)    2m

t卜 |:. キi

!  (1:4)   10Cm

第 14図  H9号 住居址

11)Hll号住居址
C地点にあり、住居の南半域を調査している。南北 (1.64〉 m、 東西3.08cm、 最大壁高1 7cmを測る。
カマ ドは東壁の南東隅に近くにあり、焼上がみられた。柱穴は南にPlがあり、径33cm、 深さ1 9cmを
測る。

出土遺物には須恵器、土師器、凝灰岩製砥石がある。須恵器杯は 1・ 2と も底部は手持ちヘラ削り

されている。土師器は甕があり、武蔵甕である。日縁郡形態「く」字形である。

これらより本址は 8世紀第 3四半期があてられようか。
11は外面にハケロのある土師器甕のおそらく小型甕の底部片で、胎上にウンモ粒・石英粒が含まれ

る。 12は布日の平瓦で、表面はタタキロ、内面は布圧痕を消してヘラナデがなされている。厚さ1,4

cmを測る。

また、巻頭二に示したが長さ 4 cm・ 厚さ l cmほ どの漆喰片が検出面から出土している。片面は滑ら

かである。壁の一部と推測されるが、瓦片と関連する意味深いものか、検出であるため混入も考えら

れ明言はさけたい。

１０

-17-
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＾
部

【 ④
H10 土層説 明
1 にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)
パ ミスを含む。締 ま り、粘性 あ り。

2 暗褐色土層 (10YR3/3)
焼 土、粘 土ブロックを多 く含む。

(カ マ ド崩壊層 )

3 黒褐色土層 (10YR2/2)
ロー ム粒子多 く含む。

4 明黄褐色土層 (10YR6/8)
焼 上 、炭 、粘土ブ ロックを含 む。

5 黒褐色 土層 (10Yにの )
粘土

6 暗褐色 土層 (10YR3/3)
院 土、炭 、粘 土ブ ロックを多量に合 む。

7 暗褐 色土層 (10YR3/4)
パ ミス を微量 に、地 山土ブ ロ ックがわ

ずか に混入。

8 にぶ い黄褐色土層 (10YR4/3)
明褐 色 土プ ロ ックを含 む。締 ま り粘 土

強い。 (貝占床 )

9 黒褐色 土層 (10Y聰り
(堀方埋上 )

Ｄ
一

Ｅ
一

＼≦量産/だ ゑ 宝1

♀      (1 : 4)      _二OCm

標高 715300m
o    (1 :80)   2m

第 15図  H10号 住居址

12

-18-



（剣
委

『

C'

斡
Pl

標高 714000m
O (1:80)2m

ｍ

ｌ

２

３

４

５

土層説 明

暗褐色土層 (10YR3/4)

パ ミスを少量含 む。

黒褐色 土層 (10Yに力 )

焼土 を含む。

褐色 土層 (7 5YR4/4)

焼 上 、炭化物 、パ ミスを含 む。

(カ マ ド堀方埋 土 )

黒褐 色土層 (10YR2/2)

明褐 色 土プ ロ ックが混入。締 ま りやや

あ り。

第 16図 Hll号 住居址 ♀   (1:4)   10Cm

12)H12号住居址
C地点にあり、東に撹乱が南北に入る。南北2.62m、 東西 (2.04)mの長方形を呈す。壁高は 0～
1 2cmである。覆土は黒褐色土層である。カマド、柱穴は検出されていない。

実測できる遺物はないが底部回転糸切りの須恵器杯、灰釉陶器は壷、段皿、皿がある。土師器は内

面ミガキ、黒色処理の杯、土師器甕は武蔵甕片がある。

これらより、平安時代の住居址であろう。

く|

標員Fl子器,Om 2m

H12 土層説 明
1 黒褐色 土層 (10YR2/3)
パ ミス を含む。

2 褐色土層 (10YR4/4)
パ ミス、地 山土ブ ロックを多量に含 む。

(貼床 )

第 17図  H12号 住居址
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第 2節 堅穴状遺構
Tal・ Ta2と もにEト レンチにあり、東側を調査している。形態も明確ではなく、出土遺物が
ないので時期はわからない。性格も不明である。

第 3節 土坑
本調査では 3基の土坑が検出された。Dlか らは須恵器大型品の甕口縁、土師器は内面ミガキ黒色
処理の椀があり、D2か らは鉄鏃が出土している。

調 査 区 外

I Tal l

標高 718.300m
o    (1 :80)    2m

!  (1:4)   10Cm

第 19図 土坑

標 高 718.300m
o    (1 :80)    2m

Ta2土層説 明
1 暗褐色土層 (10YR3/3)
パ ミス、小礫 を少 し含 む。

2 暗褐色土層 (10YR3/4)
パ ミス、小礫 を少 し含 む。

3 褐色 土層 (10YR4/4)
パ ミス、小礫 を含 む。

標 高 718.500m
o     (1 :80)   2m

Dl土 層説 明
1 暗褐色土層 (10YR3/4)
パ ミス、小礫 を含 む。

2 褐色土層 (10YR4/4)
パ ミスを含む。

3.褐 色土層 (10YR4/6)
パ ミスを含む。

土層説 明

黒褐色 土層 (10YR2/3)

炭化 物 、パ ミス を含む。

標高 717.100m
O    (1 :80)    2m

■

１

土層 説 明

暗褐 色土層 (10YR3/3)

パ ミスを多 く合 み、地 山プ ロ

ックを含 む。

褐 色 土層 (ltlYR4/4)

パ ミス を多量 に含む。

2

ほ
ぺ
尺
ベ
ベ
ペ第 18図  竪穴状遺構

Ｄ

ｌ

土層説 明

黒褐色 土層 (10YR2/2)

パ ミス、地 山ブ ロック混入。

一
□  2 (1 : 2)-20-



第 4節 溝址
MlとM2は南北方向に連続するようである。M2か ら灰釉陶器椀が出土する事から平安時代の溝
である。M2-2の 上師器甕は丸胴甕で、古墳時代後期から奈良のもであろう。M3は遺物がないの
で時期は不明である。

^

Ｑ

下
調 査 調 査 区 外

A                A′

絢
9 
標
員F18意 [;Om 2.m

Ml

1(M2)

2(M2)
1

(Ml)

P (1:4)  μm 第 20図 溝址

卜11

1

Ｗ
ｉ
　
　
歩

Ｍ

ｌ

土層説 明

暗褐色土層 (10YR3/3)

パ ミスを少量含 む。

第 5節 単独ピット
検出したのはC,E地 点から3個である。径・深さともにあり、規模が大きいことから、掘立柱建
物址の一部とみられる。

第 6節 検出遺M
5の 「貞観永費」は皇朝十二銭の一つで、870年から20年間鋳造されている。皇朝十二銭のなかで

は鋳銭が粗雑になり、小さくなっている。

6は丸瓦であろうか、厚さ1.3cm、 内面に布目を残し、外面はヘラナデされている。

縄文土器が 3点ある。縄文後期称名寺で、地紋に無節の縄文、沈線区画し磨消縄文がなされる。図

示していないが、H10か らは縄文後期の粗製の深鉢日縁片、A地点流路からは加曽利B深鉢口縁片が
ある。

外

gD調 査

M2生

瘍 嫉

標高 717.300m
9(1:80)2 im

M3 蒻蒻蒻勿
二

標高 717.400m

9(1:80)を Jm

『

土層説明

黒色土層 (10YR2/1)

パ ミス を含 む。

土層説 明

黒褐 色土層 (10YR2/2)

パ ミス、小礫 を少量含む。

黒褐色土層 (10YR2/2)

地 山土崩落層。

査

M3

査

-21-



ぬ ジ
一

早                    4

0    (1 :2)   S Cm

∝
♀      (1 : 4)       10cm

第 21図 検出遺物

第Ⅳ章 まとめ

南下北原遺跡の今回の調査では奈良から平安時代の集落が確認された。奈良時代中頃に集落が開け、

平安時代の10世紀頃まで継続するようである。

本調査は部分的な調査ではあったが、大きな成果を得た。H7号住居址から出土した 「刑部仁丸」
の墨書土器である。平安時代の百科事典『和名抄』には、佐久八郷の中に「刑部」が記されている。

佐久八郷は奈良時代後半には成立していたとみられており、 「刑部郷は、千曲川左岸の平坦部、岸野

・野沢地区から臼田あたりの伴野庄あたりで、佐久でもっとも早く稲作の開けた地帯としている。」

(『佐久市志』P479)ち なみに本調査地点は、大井郷にあたり、岩村田を中心とした地域であり、大
井発祥の地は長土呂と言う説もあり、長土呂地点からは平安時代の 「大井」の刻書・墨書土器が多く

出上している。既出資料 「刑部」の墨書は、岩村田市街の北、高速インター付近の上久保田向遺跡 I

のH6(9世 紀)の椀にみられた。南下北原遺跡H7号住居址が刑部郷の刑部を名乗る「刑部仁丸」と
いう人と関係していたことは明らかである。人名を記した墨書は群衡 。官寺などから出土するといわ

れている。 (2000、 高島英之『古代出土文字資料の研究』)多量に出土した杯類も関連するのであろ
う。また刑部郷ではないところから出土することで、ここ長土呂地点に物や人が集まる要因があると

すれば、群衛や定額寺との関連について考慮される。

像
�
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名
検
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位
置
時
代

形
態

規
  
模
(c
m。
だ
)

主
軸
方
位
カ
マ
ド
炉

柱
 
六

備
考

南
北
長
東
西
長
壁
高
面
積
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平
 
安

(2
56
)
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2
6～
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ユ
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側
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外
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番
号
種
 
類
器
 
種

調
備

考
出
上
位
置

内
面

外
向

l
叉
釉
陶
3
皿

(6
2)

施
釉

施
釉
 
糸
切
り
後
高
台
貼
付

回
転
実
測

Ⅲ
区

2
須
恵
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)
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7)
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ロ
ナ
デ
→
ナ
デ

タ
タ
キ
→
横
ナ
デ
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転
実
測

I区

3
土
師
器
杯
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)
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理
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ロ
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ロ
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ロ
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デ
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部
・
底
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
実
測

I区

番
号
種
 
類
器
 
種

偏
考

出
上
位
置

最
大
長

8
骨

(1
54
)

Ⅲ
区

9
骨

(2
2)

(1
1)
(7
02
)

Pl

骨
(8
5)

(2
4)

(0
7)
(5
91
)

I区

残
)推
定

( 
)推
定

残
)推
定

残
 (
 )
推
定

( 
〉
残
( 
)推
定

番
号
種
 
類
器
 
種

備
考

出
上
位
置

外
面

1
須
恵
器

杯
(1
36
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り

完
全
実
測

No
l

2
須
恵
器
不

(1
36
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り

回
転
実
測

I区

3
土
師
器

雰
(1
46
)
(7
4)

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ケ
ズ
リ
 
磨
耗

回
転
実
測

カ
マ
ド

4表
 H
号
住
居
址
出
土
遺
物
一
覧

番
号
種
類
器
 
種

調
備

考
出
上
位
置

□
径
(早
)

外
面

l
土
師
器
杯

(1
32
)

暗
文
風
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り

回
転
実
測

I区

2
土
師
器

lT
N
(1
40
)

暗
文
風
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
切
り
離
し
後
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
実
測

I区
堀
方

番
号
種
 
類
器
 
種

法
備

考
出
土
位
置

3
鉄
製
品
藝

(5
76
5)

西
側

番
号
種
 
類
器
 
種

備
考

出
上
位
置

(宣
外

面

1
土
師
器

17
N

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
回
転
糸
切
り

完
全
実
浪
1

No
l

2
土
師
器

lT
N
(1
32
)

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
回
転
糸
切
り
 
墨
書
「
土
?」

回
転
実
測

3
土
師
器

皿
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
回
転
糸
切
り
→
高
台
貼
付

完
全
実
測

No
2

4
土
師
器

皿
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
回
転
糸
切
り
→
高
台
貼
付

完
全
実
測

No
3

5
須
恵
器
四
耳
重

ロ
ク
ロ
ナ
デ

タ
タ
キ
→
ナ
デ
→
耳
貼
付
→
肩
部
紐
貼
付

破
片
実
測

I区
ト
レ
ン
テ

番
号
種
 
類
器
 
種

考
傭

出
上
位
置

口
径
(長
)

1
石
製
品
磨
石

全
体
に
な
め
ら
か
 
正
裏
と
左
側
に
す
り
面

2
青
銅
古
銭

(0
88
)
「
○
○
○
宝
?」



第
7表
 H
6号
住
居
址
出
土
遺
物
一
覧
表

第
8表
 H
7号
住
居
址
出
土
遺
物
一
覧
表

― ］ り ―

番
号
種
 
類
器
 
種

備
考

出
上
位
置

一 岳

l
下
諏
由
臣
句
望
椀

(1
56
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
施
釉

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
杯
下
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→
高
台
貼
付
→
施
釉
回
転
実
測

Ⅱ
区
 N
o5

2
天
釉
陶
君
椀

(7
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
施
釉

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
高
台
貼
付
→
施
釉

回
転
実
測

[区

3
須
恵
器
高
台
杯

(1
2)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
磨
耗

高
台
貼
付

完
全
実
測
 
土
板
転
用
か

I区

4
土
師
器

不
12
0

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
回
転
糸
切
り

完
全
実
測

No
l

5
土
師
器
椀

(1
46
)

ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
実
測

Ⅱ
・
Ⅲ
区

6
土
師
器
椀

(1
7)

暗
文
→
黒
色
処
理

底
部
切
り
離
し
後
高
台
貼
付

回
転
実
測

I区

7
土
師
器
黒
色
イ

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

底
部
切
り
離
し
→
高
台
貼
付
→
黒
色
処
理

完
全
実
測

カ
マ
ド

土
師
器

甑
ナ
デ
→
口
縁
横
ナ
デ
→
下
部
ミ
ガ
キ
日
縁
横
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ

回
転
実
測

I区

土
師
器
小
甕
(1
28
)

13
4

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
日
縁
横
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り
→
胴
下
部
 
下
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
回
転
実
測

I 
tt
 P
l

土
師
器
卜
甕

(1
■
3)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
ヘ
ラ
ナ
デ
→
胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
完
全
実
測

No
2

ll
土
師
器
辱

(3
2〉

ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
胴
下
部
・
底
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

完
全
実
測

No
3

番
号
種
 
類
器
 
種

備
考

出
土
位
置

12
鉄
製
品

(0
7)
(3
73
8)

No
4

( 
)残
 (
 )
推
定

残
)推
定

番
号
種
 
類
器
 
種

備
考

出
上
位
置

(g
う

内
面

l
須
恵
器
邪
13
4

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
磨
耗

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り

完
全
実
測

カ
マ
ド

土
師
器

邦
13
0

コ
ク
ロ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ
→
十
字
暗
文
→
黒
色
処
理
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り

完
全
実
測

No
 1
4

土
師
器

邪
コ
ク
ロ
ナ
デ
→
一
部
ミ
ガ
キ
→
十
字
暗
文
→
黒
色
処
理
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り
 
墨
書
「
?」

完
全
実
測

No
6

土
師
器

不
(1
27
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
暗
文
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り
 
墨
書
「
十
」

完
全
実
測

No
19

5
土
師
器
坪

(1
28
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
暗
文
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り

完
全
実
測

No
 1
7

土
師
器

杯
57

コ
ク
ロ
ナ
デ
→
わ
ず
か
に
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り

完
全
実
測

No
 l
l

7
土
師
器

邦
14
3

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
不
下
部
・
底
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

完
全
実
測

カ
マ
ド
I区

土
師
器
杯
14
0

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り
→
不
下
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
完
全
実
測

No
8

土
師
器

杯
13
4

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り
→
邦
下
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
完
全
実
測

カ
マ
ド

土
師
器
邦

コ
ク
ロ
ナ
デ
→
暗
文
(十
字
文
)→
黒
色
処
理
(色
変
)
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り
→
底
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
完
全
実
狽
I

No
2 
No
3

11
土
師
器
イ

13
7

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理
ロ
ク
ロ
ナ
デ

完
全
実
測

No
 1
3

土
師
器

IT
N
(1
32
)
(6
2)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り

回
転
実
測

No
12

土
師
器

lF
TN

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り

完
全
実
測

No
20
カ
マ
ド

14
土
師
器

邦
(1
85
)

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り

回
転
実
測

カ
マ
ド

土
師
器
杯

(1
32
)

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理
(色
変
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り

回
転
実
測

Ⅳ
区

土
師
器
大
lT
N
(1
76
)

(6
3)

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り
→
杯
下
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
回
転
実
測

I区

17
土
師
器
杯

(1
28
)

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り

回
転
実
測

Ⅱ
区

土
師
器
杯

(1
58
)

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り

完
全
実
測

カ
マ
ド



― ］ ω ｌ

番
号
種
 
類
器
 
種

備
考

出
上
位
置

外
向

土
師
器

邪
13
1

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
十
字
暗
文
→
黒
色
処
理
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

完
全
実
測

カ
マ
ド

土
師
器
椀

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ナ
デ
→
暗
文
→
黒
色
処
理
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り
→
高
台
貼
付
 
墨
書
3ヶ
所
完
全
実
測

I区

土
師
器
椀

85
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り
→
高
台
貼
付

完
全
実
測

No
.1
8

土
師
器
椀

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り
→
高
台
貼
付

完
全
実
測

No
7

土
師
器
椀

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り
→
高
台
貼
付

完
全
実
測

No
 1
5

24
土
師
器
椀

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り
→
高
台
貼
付

完
全
実
測

No
4カ
マ
ド
Ⅲ
・
Ⅳ
区

土
師
器

皿
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
高
台
貼
付

完
全
実
測

カ
マ
ド

須
恵
器
士 電

(1
■
6)

(7
3)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
下
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→
高
台
貼
付
回
転
実
測

I区

須
恵
器
短
頸
壺

(6
2)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
日
縁
横
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
実
測

Ⅲ
・
Ⅳ
区

土
師
器
武
蔵
甕
(1
88
)

(1
60
)

ヘ
ラ
ナ
デ
→
口
縁
横
ナ
デ

胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→
口
縁
横
ナ
デ

回
転
実
測

No
18
カ
マ
ド

土
師
器
武
蔵
甕
20
1

(1
66
)

ヘ
ラ
ナ
デ
→
口
縁
横
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→
日
縁
横
ナ
デ

完
全
実
測

I～
Ⅳ
区
 P
l

土
師
器
ロ
ク
ロ
甕
(1
90
)

同
部
横
ナ
デ
→
口
縁
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
実
測

No
16

上
師
器
ロ
ク
ロ
甕
(1
95
)

(2
83
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ナ
デ
→
日
縁
ヨ
コ
ナ
デ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→
口
縁
横
ナ
デ

完
全
実
測

No
10
 N
o1
8 
No
20
カ
マ
ド
I区

土
師
器
小
聖
甕
(1
26
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
日
縁
ヨ
コ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り
→
胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
完
全
実
沢
I

No
l

土
師
器
小
型
甕
(1
26
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
実
測

カ
マ
ド

土
師
器
小
型
甕
(1
38
)

(1
22
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
口
縁
横
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
胴
下
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

完
全
実
測

No
18
カ
マ
ド

土
師
器
ロ
ク
ロ
甕

(8
8)

口
縁
横
ナ
デ
→
胴
部
ヘ
ラ
ナ
デ

口
縁
～
胴
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
実
測

カ
マ
ド

番
号
種
類
器
 
種

備
考

出
上
位
置

大
幅

鉄
製
品
刀
子
(1
06
)

(■
2)

(1
40
0)

No
5

第
9表
 H
8
居
址
出
土
遺
物
一
覧
表

〈 
〉
残
( 
)推
定

番
号
種
 
類
器
 
種

備
考

出
上
位
置

内
劇

1
須
恵
器
蓋

(1
79
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
天
丼
部
手
持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
宝
珠
つ
ま
み
貼
付
回
転
実
測

Ⅲ
区

須
恵
器

邦
(1
48
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
磨
耗

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
ヘ
ラ
ナ
デ

完
全
実
測

I・
Ⅱ
区

須
恵
器
杯

13
4

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
磨
耗

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
切
り
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

完
全
実
測

Ⅳ
区

須
恵
器

杯
(1
29
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
切
り
→
高
台
貼
付

完
全
実
測

カ
マ
ド
 
Ⅲ
区

須
恵
器
有
台
邦
(1
36
)
(1
00
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
高
台
貼
付

回
転
実
測

Ⅲ
区

須
恵
器

宝
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
実
測

Ⅲ
・
Ⅳ
区

7
須
恵
器
甕

(2
22
)

(2
5)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
横
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
横
ナ
デ

回
転
実
測

Ⅲ
区

8
須
恵
器
士 霊

(2
■
2)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
横
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
横
ナ
デ

回
転
実
測

Ⅲ
区

9
土
師
器
小
甕

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
 
底
部
ヘ
ラ
ナ
デ

完
全
実
測

No
l

土
師
器
小
型
甕
(1
18
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
口
縁
横
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
下
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
実
測

カ
マ
ド
 I
区

11
土
師
器
小
甕
(1
24
)

(6
7)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
口
縁
横
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
下
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
実
測

I区

土
師
器
羽
釜

(2
94
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ナ
デ
→
口
縁
横
ナ
デ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
つ
ば
貼
付
→
日
縁
横
ナ
デ
 
胴
下
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
完
全
実
測

I区
 
カ
マ
ド



番
号
種
 
類
器
 
種

H二
立
i

口
径
(長
)
底

(
困

外
血

土
師
器
武
蔵
甕
(1
76
)

(1
54
)

ナ
デ
→
日
縁
横
ナ
デ

胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→
口
縁
横
ナ
デ

呵
ほ
て
11

)ヾと
 
も
そ
ヾ

土
師
器
武
蔵
甕
22
4

(1
04
)

ナ
デ
→
日
縁
横
ナ
デ

胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→
口
縁
横
ナ
デ

こ
苫
tu
 t
ぁ
ヒ
]´

,ゝ
,子
ヾ
['
I〔

土
師
器
武
蔵
甕

(1
02
)

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

こ
を
走
J 
と
生
上
」
Ⅲ

'ゝ

)ヾ;
 
々
マ

番
号
種
 
類
器
 
種

備
考

キ I
ヒ
立
七

最
大
厚

(宮
)

石
製
品
編
物
石

30
53
6
局
所
に
ス
リ
面
あ
り
 
片
面
上
部
に
敲
打
痕

こ
【

17
石
製
品
編
物
石

49
91
7
局
所
に
ス
リ
面
あ
り
 
正
裏
の
凹
み
は
敲
き
痕
? 
安
山
岩

tマ

土
製
品
羽
日

(5
9)

(2
7)
(5
36
3)
上
部
鉄
付
着
 
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

と
こ

銅
製
品
帯
金
具

27
37
7

ヾ
)

鉄
製
品
鉄
鏃

31
15
27
93

ヾ
,生

鉄
製
品

17
0

57
81

ヾ
〉

第
10
表
 H
9号
住
居
址
出
土
遺
物
一
覧
表

― ］ ミ ー

番
号
種
 
類
器
 
種

法
  
  
豆
 (
Cm
l

備
考

出
土
位
置

内
画

と
須
恵
器
甕

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
自
然
釉
付
着

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
自
然
釉
付
着

拓
本

I区

2
土
師
器

邦
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り

完
全
実
測

I区

3
土
師
器

lT
h
(1
26
)

(5
0〉

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
実
測

I区

4
土
師
器

邦
(1
39
)

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

完
全
実
測

I区

5
土
師
器
椀

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
切
り
離
し
後
高
台
貼
付
 
墨
書
「
?」

完
全
実
測

I区

6
土
師
黒

色
土
器

皿
(1
34
)

(2
3〉

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理
 
高
台
貼
付

回
転
実
測

I区

番
号
種
 
類
器
 
種

法
  
 
量
 (
cm
)

偏
考

出
上
位
置

7
鉄
製
品
刀
子
(1
11
)

(■
4)

(1
53
6〉

Ⅱ
区

残
)推
定

推
定

第
11
表
 H
10
号
住
居
址
出
土
遺
物
一
覧
表

番
号
種
類
器
 
種

備
考

出
上
位
置

回
径
〈

1
須
恵
器
蓋

(2
16
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
天
丼
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→
つ
ま
み
貼
付
完
全
実
測

No
3

2
須
恵
器
蓋

(2
06
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→
つ
ま
み
貼
付

完
全
実
測

No
5
Ⅳ
区
検
出

3
須
恵
器
高
台
イ
(1
20
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
切
り
離
し
後
高
台
貼
付

完
全
実
測

No
6

4
須
恵
器

不
(1
44
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り

完
全
実
測

No
2

5
須
恵
器
杯

(1
43
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
回
転
糸
切
り

完
全
実
測

検
出

6
須
恵
器

FT
N
(1
40
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
実
測

Ⅲ
区

7
土
師
器
武
蔵
甕
(1
84
)

(8
5)

ナ
デ
→
口
縁
横
ナ
デ

日
縁
横
ナ
デ
 
胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
実
浪
1

Pl

8
土
師
器
小
甕

(1
■
8)

10
3

横
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

横
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

完
全
実
測

I・
Ⅳ
区

土
師
器
卜
甕

(5
3〉

ロ
ク
ロ
ナ
デ

胴
下
部
・
底
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

完
全
実
測

No
4カ
マ
ド
I区

番
号
種
 
類
器
 
種

法
備

考
出
上
位
置

鉄
製
品
刀
子

(1
23
〉

(1
5)

(■
0)

(1
49
1〉

No
l



番
号
種
類
器
 
種

備
考

出
上
位
置

1土
土
師
器
甕

ナ
デ

ハ
ケ
ロ

拓
本
 
胎
土
に
ウ
ン
モ
「
北
野
甕
」
皿
区

瓦
質

瓦
市
目
→
ヘ
ラ
ナ
デ

タ
タ
キ

拓
本

I区
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号
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址
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土
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物
一
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表

第
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表
 
土
坑
出
土
遺
物
一
覧
表

番
号
種
 
類
器
 
種

昌
 (
cm
)

調
備

考
出
上
位
置

内
面

1
須
恵
器
杯

14
0

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
ヘ
ラ
ナ
デ
(ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
)

完
全
実
測

カ
マ
ド

2
須
恵
器

必
14
ユ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
ヘ
ラ
ナ
デ

完
全
実
測

Ⅱ
区

3
土
師
器
武
蔵
甕

ナ
デ
→
口
縁
横
ナ
デ

口
縁
横
ナ
デ
 
胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
実
測

土
師
器
武
蔵
甕

(5
6〉

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

完
全
実
測

カ
マ
ド

番
号
種
 
類
器
種

法
  
 
量

備
考

5
石
製
品
砥
石

29
37
6
砥
面
数
6 
正
裏
に
条
痕
(幅
広
)と
線
状
痕
(細
い
)凝
灰
岩

残
( 
)推
定

残
)推
定

番
号
種
 
類
器
種

備
考

出
上
位
置

(幅
)

外
面

1
須
恵
器
甕

(4
28
)

(1
04
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
実
測

Dl

番
号
種
 
類
器
 
種

備
考

出
上
位
置

2
鉄
製
品
鏃

(1
34
)

(2
16
4)

D2
-N
ol

― ］ ∞ ―

第
14
表
 M
l号
溝
址
出
土
遺
物
一

()
)

番
号
種
 
類
器
 
種

備
考

出
土
位
置

1
石
製
品
磨
 
敲
石
(7
4)

(7
4)

(6
5〉
(4
52
40
〉
下
部
欠
損
 
上
端
部
に
敲
打
痕
 
正
裏
・
上
側
に
す
り
面
 
火
熱
を
受
け
る
。  
安
山
岩

第
15
表
M2

表

番
号
種
 
類
器
 
種

備
考

出
上
位
置

1
又
釉
陶
雰
椀

(2
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ナ
デ
→
施
釉

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
高
台
貼
付
→
施
釉

完
全
実
測

2
土
師
器
甕

(1
60
)

日
縁
横
ナ
デ

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
→
胴
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
実
測

3
小
不

(3
3〉

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

回
転
実
預
1 
内
面
に
赤
色
物
質
付
着

残
( 
)推
定

第
16
表
 
検
出
出
土

残
推

番
号
種
 
類
器
 
種

法
備

考
出
上
位
置

器
高
(厚
)

1
土
師
器

不
暗
文
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
糸
切
り
 
墨
書

破
片
実
測

検
出

2
縄
文

深
鉢

ミ
ガ
キ

拓
本

検
出

番
号
種
 
類
器
 
種

法
備

考
出
土
位
置

3
石
製
品
砥
石

36
88
1
上
下
端
部
に
顕
著
な
敲
打
痕
 
正
裏
に
条
痕
  
硬
砂
岩

検
出

4
鉄
製
品
刀
子
(1
50
)

(■
6)

(1
90
6)

検
出

5
青
銅
古
銭

17
6
「
貞
観
永
宝
」

検
出

番
号
種
 
類
器
 
種

様
備

考
出
上
位
置

外

6
瓦
質

瓦
信
目

ヘ
ラ
ナ
デ

拓
本

検
出
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遺 跡 所 在 地 長野県佐久市長土呂南下北原 996-1 他

遺 跡 番 号 7

経 度 188° 27′ 54
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調 査 期 間 2009, 08, 06～ 08. 26(現 場 )

調 査 面 積 1. 296∬

調 査 原 因 宅地造成事業

種 丹ll 集落址

主 な 時 代 奈良 。平安

遺 跡 の 概 要
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